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本誌では，2014 年の特集（47 巻 3 号），2015 年の連載（48 巻 1 〜 7 号）
という形で折に触れて混合研究法（Mixed Methods Research ; MMR）
を取り上げてきました。連載は書籍『混合研究法入門─質と量による
統合のアート』（抱井尚子著，小社刊，2015）として発刊され，また，
日本混合研究法学会（Japan Society for Mixed Methods Research）が
立ち上がり，昨年 9 月に第 1 回学術大会が開催されるなど，混合研究
法への関心はますます大きくなりつつあるといえます。

この学術大会は，国際混合研究法学会（Mixed Methods International 
Research Association）のアジア地域会議と併催され，国内外問わず，
混合研究法の研究者として名高い錚々たる方々が一堂に会しました。
混合研究法に触れ，学ぶ上でも絶好の機会でした。

そこで，本号特集は，本学術大会をもとに，次ページに示したプロ
グラムの中から高い関心を集めた演題を取り上げます。混合研究法入
門，混合研究法を用いた看護における研究例や最新の研究アプローチ，
そして混合研究法にまつわるさまざまな疑問や課題を考えるパネル
ディスカッションを紹介いたします。“ いまを生きる ” 研究法として，
その実際と意義を探りつつ，混合研究法が研究の未来をどう創造して
いくのかを，考えていきたいと思います。

企画：『看護研究』編集室

混合研究法が創る未来
第1回日本混合研究法学会学術大会より
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表　2015年度国際混合研究法学会アジア地域会議／	 	
第1回日本混合研究法学会学術大会の主なプログラム

【1日目】

ワークショップ 1：混合研究法入門★
R. バーク・ジョンソン，マイク・D. フェターズ
ワークショップ 2：最先端の混合研究法デザイン

ジョン・W. クレスウェル，ベンジャミン・F. クラブトリー
ワークショップ 3：混合研究法としてのグラウンデッドなテキストマイニング・アプローチ★

稲葉光行，抱井尚子
ワークショップ 4：Personal Attitude Construct（PAC）分析　内藤哲雄
ワークショップ 5： 複線径路等至性（TEM）アプローチとテキストマイニングによる混合研

究法／協働により何が捉えられるか？　廣瀬眞理子，安田裕子
ワークショップ 6： Practical strategies for analysis and integration of mixed 

methods data　パット・ベイズリー
基調講演 1：ベンジャミン・F. クラブトリー，2：抱井尚子，3★：亀井智子
パネルディスカッション 1★　フェターズ，クラブトリー，抱井，亀井
ポスターセッション

【2日目】 

口頭発表 1：�Management/Finance, Engineering/Communication,  
Education/Psychology, Methodology, Healthcare, nursing and public health

口頭発表 2：�Management/Finance, Engineering/Communication, Education/ 
Psychology, Methodology, Healthcare, nursing and public health

基調講演 4：R. バーク・ジョンソン，5：パット・ベイズリー，6：ジョン・W. クレスウェル
パネルディスカッション 2　ジョンソン，ベイズリー，クレスウェル

★は本号掲載
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